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２０２１年８月８日（日）聖霊降臨後第１１主日 

銀座教会 家庭礼拝 

 

礼拝招詞「全地よ、主に向かって喜びの叫びをあげよ。喜び祝い、主に仕え 喜び歌

って御前に進み出よ。」詩編１００編１～２節 

 

主の祈り  

 天にまします我らの父よ、願わくはみ名を崇（あが）めさせたまえ。 

 み国を来らせたまえ。みこころの天になるごとく地にもなさせたまえ。 

 我らの日用の糧（かて）を今日も与えたまえ。 

 我らに罪を犯す者を我らが赦すごとく、我らの罪をも赦したまえ。 

 我らを試みにあわせず、悪より救い出（いだ）したまえ。 

 国と力と栄とは限りなく汝（なんじ）のものなればなり。 アーメン 

 

使徒信条 

讃美歌  １７４ 起きよ、夜は明けぬ 

聖 書 マルコによる福音書５章２１～２４a 節、３５～４３節 

牧会祈祷 

 天の父なる神さま、聖霊降臨後第１１主日をお迎えしました。主が復活された朝、

礼拝から始まる１週間の恵みに感謝いたします。１日も早い新型ウイルスの収束と、

安心して御堂に集える日が来ますよう祈ります。いつも恵みをもってお支えくださり

感謝いたします。自粛生活の中、寂しさの中にある方、忍耐のうちにあるお一人おひ

とりの上に、神様の慰めと希望がありますように。主イエスのまことのぶどうの木に

連なるわたしたちが、互いに信仰を励まし、祈り合う枝枝として、豊かに実ることが

できますように。銀座教会は今年、東京神学大学より夏期伝道実習生をお迎えしまし

た。１ヶ月の研鑽の時が守り導かれ、相応しい備えがなされますように。教会学校、

こひつじルーム、サムエル会に連なる子どもたち、ご家庭の上に神様の祝福がありま

すように。介護の労にある方をお支えください。夏の暑い日が続きます、皆の健康を

お守りください。この祈りを主イエス・キリストの御名によって祈ります。    

                            アーメン 

 

説 教 「タリタ・クーム」          伝道師 藤田 由香里 

  

「タリタ・クーム」本日の聖書箇所で、主イエスが語られた言葉は、アラム語

で「少女よ、わたしはあなたに言う、起きなさい」と言う意味です。命の息吹を

吹き込む言葉です。目覚めさせる言葉です。わたしたちを呼び起こして、立ち上

がらせる、そのような言葉です。わたしたちも「起きなさい」という主の呼びか



- 2 - 

けを聞きます。そして、わたしが今から起き上がることができることを知ります。

なぜなら、この御声の主は、わたしを立ち上がらせることがおできになるお力を

持っているからです。そして主は、ご自分が約束なさったことを誠実に、真実に

成し遂げるお方です。主の「起きよ」との言葉。この言葉を聞く「わたし」は、

これから起き上がります。自分の力ではなく、神のみ力によって。 

 

 「タリタ・クーム」の言葉について考えてみましょう。「タリタ」は、「少女」

の他には、「少年」「子羊」とも訳せます。杭の棒に羊を繋いでおく、閉じ込め

ていくと言う意味があります。その意味で未熟さや幼さを示し、成長のための導

き・配慮・保護が必要な存在であると言っていいと思います。そう考えますと、

私たちは誰もが羊飼い主イエスのご配慮と導き、保護を必要とする子羊であると

言えるとも思うのです。一人で歩き出すと彷徨い、泉へ・青草へと導かれるお方

を必要としています。「主は羊飼いとして群れを養い、御腕を持って集め、子羊

をふところに抱き、その母を導いて行かれる」（イザヤ書４０章１１節）とある

通りです。 

 「クーム」は、アラム語もヘブライ語も同じで「起きる・立ち上がる」と言う

意味です。聖書で「立ち上がる」とは、戦いにおける奮起や決起でも用いられま

す。また、信仰の目を覚まし続けること、神のみ前に立ち上がる礼拝者の姿でも

あります。また、神の言葉はとこしえに立つ、や主が立ち上がってくださる、な

ど、神様が永遠に固くあられることや、人の救いのために立ち上がってくださる

と言う時にも使います。また、預言者に向けて語られることもあります。「立て、

バラクよ、聞け。ツィポルの子よ、わたしに耳を傾けよ」（民数記２３章１８節）

その意味では、クームではなく類義語が使われますが、預言者ダニエルヘ向けら

れた言葉も思い起こされるでしょう。「愛されている者ダニエルよ、わたしがお

前に語ろうとする言葉をよく理解せよ、そして、立ち上がれ。」（ダニエル書１

０章１１節）そして、この言葉は復活の朝を示します。いずれにせよ、わたした

ちが起き上がると言うのは、神の御前に、わたしたちが目を覚まし、心を高く上

げ、神様を信頼し、希望を抱いているそのような姿です。神様によって、そのよ

うに起こしていただいている姿です。 

 

 イエス様は、人々を癒し、悪霊を追放し、福音を宣べ伝えて弟子たちと共にガ

リラヤ伝道をなさいました。ガリラヤ湖の向こう岸のゲラサの地で悪霊追放をな

さった後、再び湖を船で渡って来られました。 

 湖のほとりにおられるイエス様のところに、会堂長ヤイロという人がやって来

ました。イエス様を認めると、その足元にひれ伏しました。「ひれ伏す」は「倒

れる」という意味の語です。神礼拝に用いられる言葉です。そして、懇願します。

「わたしの幼い娘が死にそうです。どうか、おいでになって手を置いてやってく

ださい。そうすれば、娘は助かり、生きるでしょう。」（マルコによる福音書５
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章２３節） 

「娘は助かり、生きる」は、「娘は救われ、命を得る」とも訳せます。「救い」

と「命」は福音による救いと関わる言葉です。父親の切なる願いを聞き、イエス

様は弟子たちと共にヤイロの娘のいる会堂の方へと歩いて行かれます。群集たち

も一緒です。 

 ここで、１２年病に苦しんで来た長血の女の癒しの出来事が挟まれます。この

み言葉は、今年示された聖書日課では去る主日にお聞きした箇所です。この女性

が病の中歩んだ１２年、会堂長の娘はちょうど１２歳で、神様から命を受けて生

きてきました。この癒しの出来事においてイエス様がまだ語られているところ

で、使いの者たちがヤイロのところへやって来て、言いました。「お嬢さんは亡

くなりました。もう、先生を煩わすには及ばないでしょう。」 （５章３５節）

一筋の希望を抱いて、主イエスのところに願いに来たヤイロは、娘の死の知らせ

を聞いて、絶望しただろうと思います。悲しみに打ちひしがれ、その心は深くう

なだれました。イエス様はその話をそばで聞いておられました。「そばで聞く」

という言葉は、本人に話しかけられていないことを聞く、とか意図せず聞くとい

う意味です。イエス様はご自身に向かって語られていない悲しみや願いをも、聞

かれる方であります。イエス様はヤイロに言われました。「恐れることはない。

あなたはただ信じなさい」（５章３６節）絶望の中にいるヤイロに、しかしイエ

ス様は、「恐れなくていい。ただ信じなさい」と言われました。 

 そして、イエス様は、山上の変貌や、ゲツセマネの祈りの時も連れて行った三

人弟子ペテロ・ヤコブ・ヨハネを連れて会堂長の家に行きました。家の中では、

人々が大声で泣いていました。しかしイエス様は彼らに言われます。「なぜ、泣

き騒ぐのか。子供は死んだのではない。眠っているのだ。」 （５章３９節）そ

の言葉を聞いて人々は嘲笑います。 

 イエス様は娘の両親と三人の弟子だけを連れ、他の皆を外に出して、子供のい

る部屋に行かれます。そして、子供の手を取って、言われました。 

 

 「タリタ・クーム」 少女は起き上がりました。歩き出しました。 

  

 少女は、主のお力によって起き上がることができました。また、本日の場面で、

もう一人起き上がる必要があった人物、それは悲しみに打たれ・うなだれていた

ヤイロです。ヤイロの名前は、ヘブライ語で「彼は起き上がる」「彼は光り輝く」

という意味です。イザヤ書６１章「「起きよ。光を放て」とのみ言葉が浮かびま

す。絶望・失意の中にいたヤイロに、イエス様は、「恐れることはない。ただ信

じなさい。」と言われました。何も恐れなくていい。あなたの悲しみは、神が知

り、神が贖ってくださる。だから、ただ神を信じなさい。イエス様を信じること

で、ヤイロは起き上がることができました。うなだれていた顔も、心も上へ本当

の意味で上げることができました。なぜなら、ヤイロが信じる主イエスには、彼
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を救うお力があるからです。主イエスには、ヤイロを起き上がらせるお力があり

ます。それを、主は真実をもって成し遂げられます。少女も、ヤイロも、主イエ

スが知っていてくださり、起き上がるようにとの神の真実なみ声を聞くのです。

主が、そこに新たな歌を与えてくださるのです。 

 

 この時、私たちは、主イエスの復活に心を向けます。永遠の命・復活の命の初

穂となってくださった主イエスによって、また私たちも復活の命を与えられる希

望をいただいているのです。「もはや死はなく、もはや悲しみも嘆きも労苦もな

い。」(ヨハネの黙示録２１：４)復活の主は、いつくしみ深い眼差しで、わたし

たちに語られます。「恐れるな。あなたはわたしをただ信じなさい」キリストと

共に復活する命を与えられています。主が私たちのためにおかかりくださった十

字架を見上げて。主が再びおいでになる時を見上げて。わたしたちは、ただ神の

み力によって起き上がることができます。 

 

 「タリタ・クーム」「起きよ。光を放て」との主のみ声により立ち上がらせて

いただくわたしたちは、信仰の喜びに生きます。主イエス・キリストを世にあっ

て証しする一人ひとりです。主イエスの招きにお答えし、立ち上がりましょう。

主にあって喜び、祈り、力強く礼拝しましょう。 

 祈り 天の父なる神さま、「起きよ」とのみ言葉に、わたしたちは力をいただきま

す。神様のみ言葉は、わたしたちにいつも勇気と平安を与えてくださいます。わたし

たちが日々の生活の中で、信仰の目を覚まして歩めますようお導き下さい。主に望み

を置くものは、決して疲れることがないとの言葉を深く留めます。信仰の兄弟姉妹と

ともに、主の前に起き上がり、主を喜び証しする群れとなさせてください。主イエス

の御名によって祈ります。 

祈 祷（各自、自由にお祈りください） 

 祈祷課題 祈りとみ言葉の生活が豊かになりますように 

      献身者が与えられますように 

病を負っている方々とそのご家族に主の癒やしを祈りましょう 

      医療従事者の健康が守られ使命が支えられますように祈りましょう 

讃美歌 ５２０ しずけきかわのきしべを 

献 金    

頌 栄  ５４４    

祝 祷  

主があなたを祝福し、あなたを守られるように。 

主が御顔を向けてあなたを照らし あなたに恵みを与えられるように。 

主が御顔をあなたに向けて あなたに平安を賜るように。 

主イエス・キリストの恵み、神の愛、聖霊の交わりが、 

あなたがた一同と共にあるように。              アーメン 


